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大津板紙会社概要

名 称 大津板紙株式会社

住 所 大津市馬場１丁目15-15

代 表 者 熊本 吉喜

創 立 1955年4月

従業員数 113名

事業内容 段ボール原紙・その他加工原紙の製造販売





～世界中の人々へ やさしい未来をつむぐ～

大津板紙は大王グループの一員
として「誠意と熱意」をもって、「3つの生きる」を
成し遂げ、「やさしい未来」を実現します。

これが私たちの存在意義です。

３つの生きるとは、

1 衛生 人々の健康を守る

2 人生 人生の質を向上させる

3 再生 地球を再生する

１．大王グループ経営理念

大王グループの経営理念イメージ図



～環境にやさしい紙作りで
地域社会に貢献します～

古紙再利用による
板紙の生産

高度排水処理
システム構築

太陽光発電
システム導入

（ごあいさつ）
➢ 世界的に資源や環境の保護が叫ばれている中、全ての原料を使用
された段ボールや雑誌などの古紙を再利用して板紙を生産するこ
とで、資源の保護に努めています。
また、環境保護への取組として大いなる湖「琵琶湖」の水質保全
に貢献するため高度な排水処理システムを構築し、1日2万ｔの水を
クリーンな状態にして、琵琶湖に返しています。

➢ 資源や環境保護のシンボルとして石山物流センターにソーラ
パネルを設置し年間300,000kWhを発電、年間150ｔのCO2を
削減しています。

➢ あらゆる面から資源をリサイクルし、環境を守っていくことこそが
地域社会に貢献することであると考えています。そして大津板紙は、
多くの人々が求める企業像を確立しながら、未来に向かって着実
に事業活動を推進してまいります。



２．古紙100％（再生紙）利用の想い

➢ 捨てればゴミ、燃やせばCO2を排出する家庭･オフィスからの紙。この古紙を100％原料とし、
段ボール原紙を作っています。

➢ 近隣の自治体・官公庁からの機密古紙の回収も積極的に行っており、滋賀県内だけでなく、近隣
府県からも利用されています。

➢ 多様な機密古紙処理のニーズに応えるため、これまで原料として利用できなかった古紙について
も、活用できるよう取り組んでいます。

➢ 古紙に混入しているプラスチックなど、紙として再生できなかったものについては、ボイラー燃料
やセメント原料として有効活用できるよう取り組んでいます。

➢ 「安価に紙ごみを処分したい地域の皆様の思い」と、「受け取った紙をできるだけごみにせず処理し
たい当社の思い」を胸に、日々技術を磨いています。

～処分しにくい機密書類も安全確実にリサイクル～

機密古紙 年間4,520ｔを原料として再生しています。



3.地域との共生

① 近隣小学校の工場見学の実施

近隣の小学校の工場見学を積極的・継続的に行うことで、学
校では学べない「モノ作り」の現場で学んでもらっています。

滋賀大学教育学部附属小学校の生徒が
描いたポスター

平野小学校での工場見学前説明会



② 琵琶湖清掃活動

202５/7/1 一斉清掃（大津地区）に参加し、
琵琶湖の環境改善に協力しました。

③ ひらのまつりに出展

大きな板紙で折り紙を体験してもらいました。



⑤ 工場周辺と近隣の清掃活動を

毎朝行っています。

④ こども食堂へ食材の提供しています。



⑥ 吸音パネルの施工範囲を広げています。

⑦ 古紙の飛散防止のネットを張っています。



⑧ 通学時間帯と夜間は入出門を禁止

通勤通学をする人の安全確保と、夜間に大型車輌が走行しないよう地域に配慮しています。

⑨ 運転手へ交通規制、交通マナー教育を行っています。

✓ 自動車事故対策機構による「安全講習会」

✓ 滋賀県警察による「安全講習会」

✓ 自動車事故対策機構による「適正検査」



➢ 2019年、最新のガスタービンコージェネレーション設備更新によってエネルギー消費量を
原油換算で4.2％削減、二酸化炭素排出量(CO2)8.8％削減しました。

➢ 硫黄酸化物(SOX)排出量はゼロ、窒素酸化物(NOX)排出量は12ppm（規制基準70ppm）と
なっています。 （数値は何れも当社調べ）

～最新ガスタービンコージェネレーションへの更新～

4.数値で見る環境への取組み



～環境監視項目の自主規制～

監視項目 自主基準値
水素イオン濃度：pH 6.5～7.5

生物化学的酸素要求量：BOD 14mg/ℓ以下

化学的酸素要求量：COD 18mg/ℓ以下

浮遊物質量：SS 35mg/ℓ以下

窒素含有量 6mg/ℓ以下

燐含有量 0.6mg/ℓ以下

ノルマルヘキサン抽出物質含有量（鉱油類含有量） 5mg/ℓ以下

ノルマルヘキサン抽出物質含有量（動植物油脂類含有量） 20mg/ℓ以下

フェノール類含有量 1mg/ℓ以下

銅含有量 1mg/ℓ以下

亜鉛含有量 1mg/ℓ以下

溶解性鉄含有量 10mg/ℓ以下

溶解性マンガン含有量 10mg/ℓ以下

クロム含有量 0.1mg/ℓ以下

大腸菌群数 3,000個/mℓ以下

アンチモン含有量 0.05mg/ℓ以下

・水質

監視項目 自主基準値
窒素酸化物 70ppm以下

煤塵濃度 0.05g/N㎥以下

・大気

・振動

監視項目 自主基準値
昼間 60ｄｂ以下

夜間 ５５ｄｂ以下

監視項目 自主基準値
朝・昼・夕・夜間 経済産業省認可値以下

監視項目 自主基準値
敷地境界線上 臭気指数 12以下

排水 臭気指数 28以下

・騒音

・悪臭



～4段階の排水処理でキレイな水を琵琶湖へ～

琵琶湖

Deep-Shaft

Colloid Air SeparatorColloid Air Separator

2次処理水1次処理水 3次処理水工程排水 4次処理水

ACTIFLO-Carb

2024年稼働し、排水処理を強化しました。



5.大王グループ+大津板紙
環境保全の取組み

大王グループ環境保全活動方針 大津板紙 環境保全活動方針



６.大王グループ
ISO14001認証の取得

大王グループが一体で環境保全に取組むため、大王製紙とグループ
会社が共同でISO14001取得しています。
(2025年8月8日登録更新)

大王製紙グループISO14001審査登録証

大津板紙㈱



7.大王グループ
FSC認証の取得

FSC認証とは、森林資源を適切に管理し、環境・社会・経済に配慮して生産された
木材や紙製品であることを示す国際的な認証制度です。

大王グループは適切に管理された森林資源を利用し、森林保全や生物
多様性の維持に貢献する環境配慮型企業として大王製紙とグループ会社
が共同でFSC認証を取得しています。
(登録日：202２年3月29日)

大王製紙グループFSC認証書

大津板紙㈱


